
 

排泄に課題を抱える障害者の日常生活用具へ排泄予測支援機器の追加認定を求める

陳情 

        （福祉健康委員会付託） 
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陳 情 原 文  令和６年３月の障害保健福祉関係主管課長会議資料「日常生活用具給

付等事業の適正な実施について」には、「日常生活用具給付等事業については、そ

の事業費が年々増加傾向にあり、今後も安定した事業運営を行うためには各市町村

において効果的・効率的な事業実施が図られる必要がある。また、当事者団体等か

らは、一部の市町村においては、長期間にわたり種目や基準額等の見直しが行われ

ていない状況にあるとの声も寄せられているところである。このため、各市町村に

おいては定期的に当事者の意見を聴取によるニーズ把握や実勢価格の調査等、地域

の実情に即した適切な種目や基準額となるよう定期的な見直しに努められたい」と

記載がある。 

  排泄予測支援機器「ＤＦｒｅｅ」（令和４年４月に特定福祉用具認定され、介護

保険適用）は超音波センサーにより膀胱を経時的にモニタリングし、膀胱内の尿の

溜まり具合を０～１０で数値化が行われる。その数値は専用タブレットやスマート

フォンで確認でき、排尿のタイミングを予測し排尿機会を本人または介助者に通知

することが可能である。「ＤＦｒｅｅ」を装着し、通知のタイミングで声がけを行

うことで、感覚や時間でトイレ誘導をするのではなく、膀胱に尿が溜まったタイミ

ングで声がけを行える。完全にトイレで排泄できる段階までは成功していないが、

中長期的に活用することで、本人が通知を元に（尿意を感じて）トイレへの訴えが

できるようになるのではと期待をしている。このように「ＤＦｒｅｅ」は適切なタ

イミングで尿意を感じることができない障害者にとって非常に有用である。 

つきましては、下記のとおり陳情いたします。 

 

記 

 

  貴区において、排泄に悩みを抱える障害者が少ない負担で購入できるよう、排泄予

測支援機器「ＤＦｒｅｅ」を日常生活用具として追加認定いただきたい。 


